
○ BNI（生物的硝化抑制）とは、作物の根から分泌される物質により土壌中の窒素肥料の硝化を抑制する現象であり、肥料の効率的
利用とともに温室効果ガス削減や水質汚染の低減に寄与。 ※BNI：生物的硝化抑制（Biological Nitrification Inhibition）

○ 国際農研が国際機関等と共同で野生近縁種の高いBNI能を交配によって多収コムギ品種に付与したBNI強化コムギの開発に世界で
初めて成功（令和３年）。国際農研におけるBNI強化コムギの研究では窒素肥料を減らしても、通常施肥条件のコムギと同じ生産
性を維持することを証明。

○ 世界で約2億haを越えるコムギ農地への窒素肥料の低減とともに、温室効果ガスの削減や水質汚染の低減に期待。
○ BNI強化コムギの開発については、国内・海外向けコムギ品種へのBNI能の導入、インド・ネパールでの栽培実証等を推進。
○ 国際的な情報発信としては、令和５年４月のG7宮崎農業大臣会合での報告等により、BNIに係る国際的な関心が上昇。

BNI（生物的硝化抑制）強化コムギとは

○ 窒素肥料の多くは、土壌微生物の作用で硝酸態窒素に変
化（「硝化」）し、作物利用されず、温室効果ガスや硝酸
態窒素として農地外に流出し、大気や水質に影響を及ぼす。

○ 特に発生したN2O は、CO2の265倍の温室効果を持つ。
○ BNI強化コムギは、その根から硝化を抑制する物質を分泌す
ることにより、土壌中の窒素肥料の硝化を抑制。

○ これにより、肥料の利用効率が向上し、施肥低減に繋がる。
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BNI強化コムギに関する取組

海外でのBNI強化コムギの開発・普及

国内で栽培されるコムギへのBNI能の活用

〇 土壌特性の異なる地域で栽培可能なBNI強化
    コムギの開発(国際機関 CIMMYT)
〇 BNI強化コムギの栽培実証(ネパール)
〇 BNI強化コムギの栽培体系の確立(インド) ネパールでの圃場試験の様子

〇 BNI強化コムギのBNI物質の同定
〇 BNI能評価体系の標準化

BNI強化コムギのその他の取組

〇 国内向けパン用BNI強化コムギ等の開発
（国内の国公立研究機関や民間企業等との
連携により推進）
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BNI強化コムギ栽培試験の様子

近年の国際的な情報発信等
〇 G7宮崎農業大臣会合で報告（令和５年4月）
〇 COP29ジャパンパビリオンで講演（令和６年11月）
〇 BNI国際コンソーシアムを開催（令和６年12月） G7宮崎農業大臣

会合で国際農研が報告
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